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数値解析：
• 迅速・安全かつ低コストで乱流現象
の予測ができる

• 複雑な現象もシミュレーションするこ
とができる

計算領域OpenFOAM:
汎用流体ソルバーであり，様々な形状，
環境における流体解析が可能

OpenFOAMの問題点:

・運動エネルギを保存しない可能性
・高精度解析が困難

解析手法の種類
DNS：
支配方程式をモデル化せず計算

LES：
大スケールの渦は直接計算し
小スケールの渦はモデル化

RANS：
渦はすべてモデル化し計算

解析結果
①OpenFoamの運動エネルギ

保存不確かさの検証

②非粘性場の速度場可視化

③渦構造の可視化

④時間積分法に依存する等方

性乱流場での静圧変動

⑤フォーシング外力に依存する

乱流エネルギのRe数依存性

支配方程式：連続の式
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航空機・船舶・列車・自動車・環境・医
療・生物など様々な分野に応用

数値解析の課題：
• 十分な解析精度が要求される
• 解析する乱流場の生成が必要

一辺2pの周期立方体

OpenFOAMにおける運動エネルギ保
存特性の検証の必要性

研究目的
• 運動エネルギ保存特性の検証
• フォーシングスキームによる
乱流場の生成
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